
東芝における DSS の事例
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1. はじめに

東芝のデシジョンサポートシステム(以下DS

S と略す)の事例を紹介するに当って，本稿では

まず，総合情報システム部(以下当部)がDSS

に対してどのような姿勢でとりくんできたかを明

らかにし，当部のDSS に対する基本的な考え方

を紹介する.

次に，具体的な事例として 5 つのシステムを紹

介する.ここで紹介するシステムが，一般にいわ

れている fDS SJ の範囲にはいるかどうか議論

はあろうが，われわれはDSS と認識して活用し

ている.システムの概要と社内でどのように活用

されているかを説明する.当社のDSS の基本と

なるのは， r総合オンラインシステム J(図 1 )であ

る.このシステムの上に，具体的にいくつかのア

プリケーションが， DS S として開発され活用さ

れてきた.最後に，当社のもつDSS が，今後どの

ように展開されていくか，計画や構想を紹介する.

2. DSS に対する当部のとりくみ

意思決定支援システムは広くとらえることがで

きる.日常的なデータ処理システムは，担当者の

日常活動を支援することができる.たとえば客先

に対する見積り作成システムでは，必要な項目を
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入力していくだけで，データベースから必要なデ

ータをとり出し計算し日本語で見積り書を作成

してくれる.したがって営業担当者は，単純計算

作業から開放されて，空いた時間をもっと戦略的

な仕事にふり向けることができる.

日常的に収集されてくるタイムリーで正確なデ

ータを時系列的に蓄積してこれを活用したい部門

ーたとえば企画とか計画部門ーにとっては，もっ

と違った形のシステムが要求される.時系列的な

データ分析の機能とか分析したデータによる予測

業務とか，上層部に提出するレポートやグラフの

作成業務とかを支援するシステムがこれである.

さらに経営科学の手法を十分身につけた人々にと

っては，シミュレーションといった機能なども必

要であろう.こういったシステムは，エンドユー

ザーがみずから端末を操作し，みずから必要なア

ウトプットを作り出すインターフェイスをもって

いるのが普通であろう.

さらにマネージャーにとっては，部下から提出

されてくる種々のレポート(表とかグラフとか)を

検討し，これを判断し，代替案を考え，再度部下

に指示する仕事が重要である.これに必要なデー

タは，国内外の社会・経済の動きだったり，社外

の人とのつきあいの中から取り出した情報だった

り，雑誌や書物からえた情報だったり，社内の各

種システムから出力される情報だったりする.

さらにトップマネジメントにとっては，会社の

重要な決済事項一設備投資とか研究開発とかーの
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図 1 東芝総合オンラインシステム

検討・議論の場として， トップマネジメント専用

の会議室が重要である.また，重要な案件につい

て，提案元から出される種々のレポートをわかり

やすく見やすく表示し，問題点を明確にし， トッ

プの判断をあおぐためのプレゼンテーションシス

テムや， トップの日常活動をサポートする情報提

供システムなどが提供されるであろう.

当部では，以上のような状況を基本に， r階層別

のDSS システム」の考え方をとっている.すな

わち，日常業務を担当する担当者を支援するシス

テムからトップの活動を支援するシステムまでの

あいだには，性格や機能やユーザーインターフェ

イスの異なったいくつかのDSS が存在するとい

う考え方である.当部では，各階層にマッチした

rD S SJをひとつずつ着実に構築してきたと自負

している.日々の業務の中からタイムリーに収集

される正しいデータを多面的に有効に活用すると

ころから DSS はスタートする.

したがってわれわれは， 日常的な業務の機械化

ーオンラインという形でーを実施し，次に，企画
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業務担当者向けのシステムを開発し，これらのシ

ステムが統合化されてきた時点でトップマネジメ

ント向けのシステムを実施し，そして昨年 3 月本

社ビ、ル完成と合わせて， トッププレセ・ンテーショ

ンシステムを実施した. DS S の対象は，一般担

当者，中間管理者層， トップマネジメントであ

る.すなわち，社内の各階層である.次の章で，

当部のもつ具体例を紹介する.

3. 当部開発のアプリケーション事例

(1) オンラインによる基幹業務(販売・生産・

技術・物流・管理)

昭和49-50年に当社のオンライン・システムは

スタートした.コンピュータと通信の技術が結び

つき，データを発生時点でとらえ，その場で入力

し，正しいデータをタイムリーに収集できるよう

になったことがオンライン・システムの開発を可

能とした.たとえば販売オンラインとしては，客

先のオーダーにもとづいて注文生産する物件管理

主体の注文品オンライン，半導体・ブラウン管な
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ど短納期での受注対応が必要な量産品オンライ

ン，系列の販売網を通して家電商品を販売し，数

万の顧客に対する請求・回収業務をこなす軽電オ

ンライン，輸出品の事務合理化とスピードアップ

をはかる輸出品オンラインなどを順次開発し実施

してきた.

また製造現場(工場)には，主としてミニコンピ

ュータを設置し，資材・部品の受入や生産の進捗

状況の把握などが，作業ラインに設置された端末

を通してリアルタイムに処理される製造オンライ

ンが導入されている.

こうしてオンライン・システムが拡充していく

につれて， 日々のデータが，全国の各拠点から中

央のコンピュータに刻々と集まるようになってき

た.つまり，正しいデータがタイムリーに収集で

きるようになったわけで、ある.

当社のDSS のベースとなったのは，これらオ

ンラインによる基幹業務の成果である.前線での

実務処理のオンライン化により，正確な情報の収

集と早期把握につながると L、う貴重な経験が，後

述するいくつかのシステム開発の糸口となった.

これらの個別システムは， 54年位までに，ひと

つずつ開発され実施されてきたが， 55年から 58年

にかけては，これらのシステムの統合化を進め

た.工場側の製造オンラインと本社側の販売・技

術・物流と，個別に展開してきたオンライン・シ

ステムを事業レベルの商品共同体の視点から統合

することが，各部門共通のテーマとしてとりあげ

られてきた.注文製品総合オンライン・システ

ム，量産製品総合オンライン・システム，軽電総

合オンライン・システムなどが，この時期に完成

した.基幹業務のオンライン化とそれらの統合化

により，日々のデータを蓄積する大きなデータベ

ースができあがり，このデータを戦略的に活用す

る基本が完成した.

(2) 経営データパンクサービス

基幹業務のオンライン化は， 日々のフローとし

てのトランザクションが主体となって進められ
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図 Z 経営データパンクのねらい

-環境データの共有

さがす，集める，保存する

・環境データの流通

・データ分析ノウハウの流通

社内タレントの活用

.環境データ/分析ツールの提供

・ピジネス・グラフィックスとエンドユーザー・コ

ンピューティングの拡大

た.正しいデータが， リアルタイムに中央のコン

ピュータに収集され，処理され，営業担当者や生

産管理担当者や管理者の日々の活動を支援するよ

うになってきた頃に，フローとしてのデータを時

系列的に蓄積し，非定型で個性的なデータ利用に

つなげたいとか，科学的経営管理手法を身につけ

た人々からこのデータを分析し，部門あるいは会

社の計画・企画の業務に活用したし、といったニー

ズが盛り上ってきた(図 2). 

52年頃には，日々のデータを時系列的に蓄積

し，そのデータを検索し，科学的手法を駆使して

分析し，見やすい形にまとめ上げる業務を支援す

るシステムの開発にとりかかった.内外のデータ

パンク(ベース)サーピスの調査や，手にはいる社

内外の種々の統計データの調査や，端末(グラフ

ィックスなど)の調査を行ない，システム開発の

第 l ステップ(データ検索や加工・分析や作表と

いった基本機能を備えたもの)を完了し， 54年に

社内のコンセンサスを得てサービスを開始した

(図 3-図 5 ).この経営データパンクシステム

は，①データ検索・加工・編集・表示の機能をも

ったソフトウエア，②社内外の経済・社会データ

ベースの 2 つから構成されている. 54年以降，順

次機能の拡大とデータベースの拡充をはかってい

る.経営データパンクシステムは，原始データの

収集・加工・編集とデータベースへの投入(登録) , 

データベースの維持管理， リアルタイムで会話型

によるデータ検索・加工・分析・表示(出力)ソフ

トウエアの開発・運用ユーザーに対する説明会・
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図 3 経営データパークの位置づけ

プロッタ装置

図 4 経営データパンクシステム構成図

講習会・コンサルティング，利用マニ

ュアルの開発などの機能をもったサー

ピスシステムである.

自分だけが利用するデ-1 i 会社的に利用されるデータ i ソフトウェア体系

ユーザーが自分で OTIS iJ'データ !盟三三哩
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I I データ更新

豊富で，強力なビジネスグラフィッ

クスや作表の機能をそなえており， ト

ップに対するプレゼンテーション資料

作りにもその力を発揮している.主と

して社内の企画とか計画とかを担当す

る部門の人々のための支援システムと

して開発・運用され，中期経営計画策

定時や予算編成時などには環境分析，

一一一一一一一一一一ー」一一ー __1r___一一一→一一一一一一一一一ー
ユ十データベース I i I マスターデータベース|直立並
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業界データ I i I 市場・競争データ I ! データ利用状況

一一一一--J一一一一一一一---l-一一一一一店長三亙 ー

データ検索・分析・表示 時系列分析，グラフ
回帰相関分析，作表

予測などに適用され利用が活発化している.企画

や計画を担当する人たちにとっては，社内の各オ

ンラインシステムで収集され時系列的に蓄積され

たデータの活用と同じ位，社外の統計データ(た

とえば官公庁や自治体の発表する種々のデータな

ど)も重要であり，それらのデータの収集とデー

タベース化も実施し，現在では，社内外のデータ

を時系列的に収録した経営データパンクには， 100

万系列を超える時系列データがはいっている.

データの加工・分析機能としては，前年比・前

月比の自動計算機能とか年度別累計機能とか統計

量の計算機能とか，重回帰分析とか相関分析とか

季節変動分析とかをもち，ユーザーが自由に使い

こなせるよう簡単なコマンドにより動くようにな

っている.分析の結果をレポートするために表出

力機能や豊富なビジネスグラフィックス出力機能

558 (32) 

図 S

ももっている.データの公開，限定公開，非公開

の原則と機密保持にも十分気をくばっており，デ

ータの所管部門が安心してデータを提供できるよ

うになっている.

さらに最近では，パーソナルコンビュータとの

接続とかオフィスコンビュータとの接続などを実

施し，ほしいデータをまとめて抜き出し，自分た

ちの作ったソフトなどもおりまぜながらより深い

データ分析・加工とか， 日本語を使った表出力と

かを行なうケースも増加してきた.基幹業務のオ

ンライン化により，数多くの端末が社内に行きわ

たり，この端末の常時聞を利用して経営データパ

ンクサービスを受けることができるようになって

おり，あらたな設備投資をしないでも充分であっ

たこともこのサービスの成功の 1 つであった.最

近では，低価格のグラフィックス端末などを，経
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営データパンクサーピス専用として導入するケー

スも増えている.

(3) 情報センターシステム

日々収集される数値データのほかに，文字情報

も企画・計画業務にとっては重要なことである.

従来，いくつかの部門で「資料室J とし、う形で，

文献，図書，レポート類を保管し閲監・貸出の

サーピスを行なっていたが，本社ピ、ル建築にあわ

せて，これら資料室を統合化することになった.

現在， r ピジネス情報センターJ として活動してい

るこのシステムは，文字情報の収集・保管と検索

→Fーピスの機能をもっている.企画・計画を担当

する人たちにとっては，日々の業務の中で，同業

他社の状況を時系列的に調べたり，新製品に関す

る文献類を調べたりしてトップに対するレポート

をまとめあげる仕事が多い.

こういった仕事をサポートするシステムが情報

センターシステムであり，本社ピルに「情報セン

ター J を設置し，図書・文献類・雑誌などを書架

に保管し閲覧サービスするとともに，オフィスコ

ンピュータによる情報検索システムを導入し，本

社ビルの各フロアの端末を利用してほしい情報の

「ありかj を探し出すことができる.本社ピル情

報センターには主として「ビジネス情報J が保管

されているが，技術文献は総合研究所を中心に保

管されており，情報検索システムが開発きれ活用

されている.

本社ピル情報センターには，光ディスクファイ

ルシステムも導入されており，社内で作られるド

キュメントとか，雑誌の記事とかをイメージとし

てそのまま保管している.どんな記事がどの光デ

ィスグのどこにストアされているかは各部門の端

末から検索できるようになっており，イメージ表

示端末に出力したり，ハードコピーをとったりす

ることができる.

情報センターには保管していないが，他の部門

に置いてあるドキュメント類については，どんな

ドキュメントがどこの部門にあるかを，端末から

1985 年 9 月号

検索できるようにもなっている.また，外部の情

報検索システムに対しては，パーソナルコンピュ

ータを使って接続しており，検索のコンサルティ

ング(検索のしかた，効率のよい検索のノウハウ

伝授など)を実施している.一企業で実施できる

文献情報システムには限界があり，積極的に外部

機関の活用をはかつている.

(4) 役員室OAシステム

当社の基幹業務のオンラインシステムは，前述

したように49年頃から個別に 1 つずつ構築され，

その過程で経営データパンクサービスが実施され

てきた.オンライン化により大きなメリットを生

み出すことを経験したユーザーから，情報システ

ムをもっと戦略的に活用したいというニーズがわ

きおこり， 55年から58年にかけて， r総合オンライ

ンシステム j が形成された.

総合オンラインシステムは基幹業務を含め，事

務の末端からつみ上け.られていく方式で進めら

れ，経営データパンクサービスの段階で， トップ

につなげる前に全社横断的に蓄積されたデータを

企画業務のスタップが使いこなしてきている. r総

合オンラインシステム」の成果を， トップ向けに

つないでしまおうという動きが出てきて， 56年11

月から「役員室OAJ とし、う形で実現した(図6).

このシステムの特徴・目的は，①総合オンライ

ンシステムの集大成である，②ペーパーレス役員

室を指向すること，③トップ向けのデシジョンサ

特徴

1.総合オンラインシステムの集大成

2. ベーパ}レス役員室指向

3. デシジョンサポートシステムへの指向

・役員のニーズによるシステム拡張

4. OA化のトップダウン時日常業務機械化の促進

5. 中間管理層の情報作成業務の合理化

6. DP シリーズ端末機器の長所を活用

・検索操作の簡易化

・漢字・カラーグラフ機能

・熟語登録による漢字入力の簡易化

図 S 役員室OA化
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ポートシステムを指向すること，④OA化のトッ

プダウンにより，日常業務の合理化をさらに進め

ること，⑤ミドルマネジメントの情報作成業務を

合理化することなどにある.役員室OAシステム

の進め方は，各部門のスタップが，部門長やトッ

プに対して提供していた情報を，総合オンライン

・システムで蓄積されたデータベースから，加工

・編集して役員個室に設慶された端末に表示する

ことを基本としている.当社の役員個室には，カ

ラーグラフィック端末が設置されており，いつで

も，ほしい時に，ほしいデータがとり出せるよう

になっている.経理や勤労・人事や総務や総合企

画といったスタッフ部門や，事業部門のスタッフ

の協力でレポート体系ができあがり，そのあと，総

合オンライン・システムとの統合化をはかった.

一方，役員個人の身のまわりの秘書業務のOA

化は，まった〈新しいテーマであり，日本語処理

とか「文字情報」のとり扱いとかといった項目に

とりくみ，システム開発にはずいぶん時聞をかけ

た.役員室OAでサービスしている情報は，現在

400 をこえる種類が用意されており， 毎日役員に

活発に利用されている.

情報の種類としては，①役員のスケシュール管

理(取締役以上の役員のスケジュールは，お互いに

すべて端末から検索表示することになっている)

②当社トップの応接の記録(いつ，どこで，どな

たと，どんな用件で，など)③取引関係情報(売り

/買いの状況を時系列的に表示する)④同業他社

状況(有価証券報告書など)⑤国内/海外経済状

況(金融・物価・消費・設備投資・労働・生産・

輸出など)⑥社内経営指標，⑦経営計画(中期計

画など)⑧部門別の引合/受注/売上/損益な

ど，@電機業界関連市況，⑩社内組織・役職者・

電話番号，⑮電子メイル，⑬シミュレーションが

ある.役員みずからが使うためには， r簡単な操

作」が大前提である.端末の電源を投入し，役員

個人ごとに決められた暗号を入力すれば， あと

は，キイを 1 つまたは 2 つ押せば目的とする情報
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にたどりつけるようになっている.

表示のしかたは， r数表」による方法， rカラー

グラフ j による方法， r文章jによる方法， r図形」

による方法などを採用している.最近ではトップ

からの活発なメニューの追加要望が出てきており

トップが使いこなしている状況であり， トップの

目から見た「情報」のまとめ方， トップの問題意

識に対応した「情報J のまとめ方などがますます

重要になってきている状況にあるといえよう.

(5) 役員会議室システム

日常業務のオンライン化，経営データパンクサ

ービスの開始，役員室OAの実施など，各階層に

対応したDSSを積み重ねてきたが，これらのデ

ータベースを役員会(常務会など)でも活用したい

というューズにこたえる形で登場してきたのが，

「役員会議室システム」である(図 7). 

トップに対するプレゼンテーション資料作成の

ためには，日常のオンライン業務のデータを活用

したり，経営データパングサービスで種々の分析

をしたりして， グラフや数表を作成するが，最後

の役員会議室では，紙やマジックやOHPによる

スタイルがとられていた.つまり，積み上げられ

てきたシステムが役員会のところできれてしまっ

ていたわけで、ある.

さらに，最近ではハイテック，情報化，サービ

ス化，国際化など，常務会で審議される案件の中

で，役員自身のキャリアでは十分な理解を得るこ

ub:!!とど!?:山

図 7 デシジョン・ルームの運用
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とがむつかしい案件が多くなってきた.

本社ピル建築に当り，専用の「役員会議室J の

設置を決定し，階層別のDSS との接続(コンピ

ュータを活用したシステムの導入)や映像メディ

アの活用をはかり 100 インチ大型スクリーンに

わかりやすく資料を表示する機能をもたせたので

ある.役員専用の会議室は，①会議室 2 部屋，②

両方の部屋の機器類を制御する機器室 1 部屋から

構成されており，会議室内は会議にとって基本と

なる音声システム(マイクロホンの操作なしに十

分な議論が行なえるよう設計されている一マイク

ロホンとスピーカーは机に内蔵されている)， 100 

インチ大型スクリーン 2 面(ビデオプロジェクタ

により映像で投写する)，映像システム(テレビ，

ピデオ，フィルム素材， 資料提示装置) , コンピ

ュータシステムにより構成されている.各部門の

端末で，デ}タの分析や資料作りを行なったのち，

その結果を， r役員会議室Jのコンピュータに送り

届けておけば，簡単な操作で，会議室内の端末で

再生でき大型スクリーンに投写できる.本社ビル

には fLAN(Local Area Network)J が導入さ

れており，自部門のコンピュータや端末を使って

処理した結果は，簡単な操作で他部門や役員会議

室に送ることができる.したがって，役員会議の

席上，議論の過程で急にデータが必要になったり

グラフが必要になると，会議室の端末からホスト

コンピュータを呼び出したり，自部門のコンビュ

ータを呼び出して，必要な資料をとり出すことが

可能となったわけで‘ある.

会議の生産性の向上をはかるとともに，重要な

案件を大型スグリーンにわかりやすく表示し，全

役員に共通の認識ができ，同じ土俵で議論し決定

するための支援システムが完成した.役員が出席

する会議なので，発表者・提案者は各部門のトッ

プ層であり，システムの操作性は重要である.

役員会議室に設置された機器の操作は簡単であ

り，操作用のボタンはせいぜい 4-5 つだけ覚え

ればよい.またプレゼンテーション中は，せいぜ、

1985 年 9 月号

い 2 つのボタンを押すだけであらかじめ決めてお

いたとおり，資料を次々と大型スクリーンに表示

できるようになっている.

役員個室に設置された端末と同じものが，役員

会議室に設置されており，役員みずから操作する

ことも可能となっている.ここに，総合オンライ

ン，経営データパンク，役員室OA とつながった

「役員会議室システム」が完成した.

4. 今後の進め方

当相:のラつの事例を紹介した.これらのシステ

ムの高度化をいかに進めていくかがこれからの大

きなテーマとなっている.経営データパンクサー

ビスについてはパソコンや新しいワークステーシ

ョンへのサービス，質の高いデータの収集，企画

・計画部門の他，社内の幅広い部門へのサービス

機能開発，データ分析能力の強化(人材投入)，日

本語処理の積極的取り込み，文献情報やイメージ

情報，音声とのドッキングなど課題は多い.

役員室OAについては，数表・グラブ・図形に

よる情報サービスに，イメージ情報をどう付加し

ていくか，音声情報のサーピスのあり方，といっ

たメディア側からの高度化の他に，役員みずから

が，自分の問題意識をワークステーションに向っ

て表現でき，その問題を解決する手助けとなる

「情報J を提供できるソフトウエアツールの開発

が重要なキイと考えている.大容量のデータペー

ス，これを効率よく処理するコンピュータ，人工

知能などのソフトウエアなど時間のかかるテーマ

である.そのためにも，現在の最新技術を使いこ

なしながら 5 年-10年先のスケッチをし， DS S 

の新しい姿を描くことが重要であり，われわれは

今そのために，ベースとなるさまざまなシステム

の開発・研究をつづけている.また，外部のソフ

トウエアツールの導入なども検討し，各階層の人

々を積極的に支援する fD S SJ として拡充をは

かつてし、く計画である.
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高度経営情報システムのパイロットモデル
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1. はじめに

過去の経営情報システム開発の努力により，現

在，部門別の業務運用システムによる業務機械化

は進んでいるが，非定型処理の多い計画・管理部

門の機械化については，今後の拡充が望まれてい

る.電気事業での機械化の割合は現在，前者が60

%程度，後者が30%程度であるとされている.さ

らにトップ層の意思決定に役立つ経営情報システ

ムの開発は緒についたばかりといえよう.

非定形業務のコンピュータによる支援を目的と

して提唱されている意思決定支援システム (D S 

S) [1 Jの基盤技術としての，コンピュータ関連

技術の発展にはめざましいものがあり，これらの

技術の効果的利用は情報システムの発展にとって

大きな課題である.こうした支援システム技術の

発展とともに計画，分析，決定のための合理的手

段としてのオベレーションズ・リサーチがこれま

で以上に有効に活用されなければならないことは

いうまでもない.

当所では経営戦略策定，経済予測，経営指標な

どの経営情報の分析が柔軟に行なえる経営意思決

もりきょ たかし，すずきみちお

たかはし まこと，まつい しょういち

おおやたかお，しのばらやすし

電力中央研究所経済研究所情報システム部

干 100 千代田区大手町 1-6 ー 1 大手町ピル
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定支援システムのパイロットモデルとして DEM

ANDS (DEnken MANagement Decision 

Support system) を開発中である[3， 4J. これ

は， ミニコ γ，パソコン，ニューメディア機器を

ローカルエリアネットワーク (LAN) で結合し，

文字，数値情報だけでな< ，グラフなどの静止画

像，さらにはビデオなどの動画像情報をも統一的

に扱うことができるシステムである.ここではシ

ステムの概要と特徴を紹介し，あわせてその機能

の一部についても紹介する.

2. システムの概要と特徴 [4J

2.1 ハードウエア構成

DEMANDSのハードウエア構成は図 1 に示す

ように，ホストであるミニコンビュータとワーグ

ステーションである多数のパ}ソナルコンピュー

タ(パソコン)，およびビデオ画像編集・管理シス

テムをブロードパンド方式の LANで結合したも

のであり，以下の特徴をもっ.

(1)ブロードパンド方式の LANの採用によ

り，コンピュータ情報とテレビ，ビデオなどの動

画像(映像)を同じ線で伝送できる.また，ネット

ワークは通常の同軸ケーブルで構成されており，

機器との接続は，電気のコンセントと同様に情報

コンセントにプラグを差し込む方式でよい.これ

により将来，新しい機器の接続，新しい情報形態

の利用，さらにはLANの段階的な拡充が必要に
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